
2018 年度 春学期 定期試験問題 

科目：マクロ経済学 

2018 年 7 月施行  担当者：畑農鋭矢  持込：不可  注意：4 問すべてに解答すること。 
 

第 1 問  
所得と消費の関係が右図の A・B のように直線的な関係

で描けるとする。このとき以下の問いに答えなさい。 
(1) A の関係は、どのようなデータで観察されると考えら

れるか。（10 点） 
(2) B の関係は、どのようなデータで観察されると考えら

れるか。（10 点） 
(3) A の直線と B の直線の形状が異なる理由を簡潔に説明

しなさい。（5 点） 
 
第 2 問  
インフレ率に関する以下の問いに答えなさい。 
(1) GDP デフレーターに含まれず、消費者物価

指数には含まれるものを１つ挙げなさい。（5
点） 

(2) 消費者物価指数に含まれず、GDP デフレー

ターには含まれるものを２つ挙げなさい。

（各 5 点、計 10 点） 
(3) 右図において消費者物価指数と GDP デフ

レーターとの間に差が生じている原因・背景

を簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 
第 3 問  
(1) GDP 決定の最終財アプローチで輸入を差し引くのは何故か。理由を簡潔に説明しなさい。（10 点） 
(2) ある国の政府が「わが国の経済は景気の谷を過ぎ、回復基調にある」と発表したが、エコノミストは

「わが国では不況の状態が続いている」と述べている。政府・エコノミストとも現実認識を誤っていな

いとすると、両者の違いをどのように説明すればよいか。経済が景気循環局面のどの位置にあるのか

に注意して説明しなさい。（15 点） 
 

第 4 問  
下表の数値を参考にして、以下の設問に答えなさい。ただし、生産関数は規模に関して収穫一定のコブ・

ダグラス型とし、労働分配率は 0.7 であるものとする。 
(1) 技術進歩率を計算し、その高低によって表中の 9 カ国を 3 グループに分類しなさい。（10 点） 
(2) 分類したグループ間の比較をもとに経済成長の要因について論じなさい。（15 点） 

【 1970～ 90 年の実質 GDP・労働力・資本ストックの増加率（年率％）】  
国 実質 GDP 労働力 資本ストック 

アメリカ合衆国 2.7 1.7 3.8 
アルゼンチン 0.6 1.0 3.3 

オーストラリア 3.1 2.1 4.2 
タイ 6.8 2.7 8.0 
チリ 2.6 2.5 4.6 

ペルー 1.3 2.9 3.3 
メキシコ 4.2 3.2 4.9 
韓国 8.7 2.3 10.4 
日本 4.3 0.8 7.9 
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